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高橋川水質調査報告
瀬田工業高校化学科の協力により２０年６月より１２月まで、高橋川清掃活動範囲の水質調査を、化学科教室実習研究として行われました。今回結果報告を頂きましたので報告いたします。
1、 調査項目

＊遊離物質（ＳＳ）

　　水中に遊離または懸濁している直　

　　径２㎜以下の粒子状物質のことで
沈降性の少ない粘土鉱物による微粒子、動植物プランクトンやその死骸・分解物・付着する微生物、下水、工業廃水などに由来する有機物や金属の沈殿物が含まれる。
＊溶存酸素量（ＤＯ）
水中に溶解している酸素のことで、代表的な水質汚濁状況を測る指標の一つ。酸素の溶解度は水温、塩分、気圧に影響され、水温の上昇につれ小さくなります。
＊残留塩素
残留塩素とは、水道の水の中に存在させることが必要な遊離残留塩素と結合残留塩素と合わせたもので、その水に含まれる物質に対する殺菌や酸化反応に有効に作用し得る塩素化合物のことを指す。
＊リン酸イオン
リン酸はリンのオキソ酸の一種で化学式はH3PO4の無機酸である。　　　　　

＊アンモニウムイオン
アンモニアは分子式NH3で表わされる無機化合物。常温常圧では無色の気体で、特有の強い刺激臭が有る。水に良く溶けるため、水溶液（アンモニア水）として使用されることも多い。

＊硝酸イオン
環境水中のNO3-iイオンの大部分は動物性有機物が細菌による参加分解によってNH4+,NO2　をへて生成する最終分解物である。従って溶解酸素多い河川ではNO3‐イオンになっている場合　が多い。

＊水素イオン指数（ＰＨ）
水素イオン指数または水素イオン濃度指数とは物質の酸性、アルカリ性の度合いを示す指数である。

二、使用試薬

・　リン酸測定試薬キット

・　硝酸測定試薬キット

・　残留塩素試薬キット

・　アンモニア測定試薬キット

・　ＰＨ標準液

3、 使用器具、機器
・　吸引濾過装置・機器
・　ろ紙
・　アルコール温度計

・　ペットボトル

・　ＤＯメーター
・　残留塩素計

・　ＰＨメーター

・　全窒素全リンメーター

4、 測定方法

・　高橋川に行き、まず空のペットボトル　　

　　を高橋川で共洗いし、外の空気が入らないように水を満タンまで入れ、その後水中でキャップをする。

・　上流と下流の水を採取する。
・　器具、機器、試薬を使用し上流と下流の水をそれぞれ測定する。

・　６月から９月までの測定水はリバプレ隊が採水凍結した試料を使用しました。　
五、結果
	上流
	ＤＯ
	ＳＳ
	残留

塩素
	リン酸

イオン
	アンモ

ニア
	硝酸

イオン
	ＰＨ

	6/25
	8.8
	9.5
	0
	0.004
	0.073
	2.94
	7.65

	7/25
	7.9
	6.7
	0
	0.07
	0.08
	1.46
	7.85

	8/25
	8.1
	19.1
	0
	0.125
	0.097
	1.05
	7.15

	9/25
	8.6
	1.2
	0.1
	0.052
	0.057
	1.25
	7.11

	11/20
	11.5
	11.5
	0
	0.043
	0.061
	2.08
	8.32

	11/27
	10.7
	3.4
	0
	0.006
	0.002
	1.82
	7.99

	12/4
	10.9
	1
	0
	0.04
	0.056
	3.04
	8.14

	12/18
	10.9
	0.45
	0
	0.005
	0.036
	2.2
	8.52


	下流
	ＤＯ
	ＳＳ
	残留

塩素
	リン酸

イオン
	アンモ

ニア
	硝酸

イオン
	ＰＨ

	6/25
	9.1
	10
	0
	0.005
	0.003
	0.777
	7.44

	7/25
	9.2
	6.4
	0
	0.124
	0.039
	1.63
	7.09

	8/25
	7.1
	1.6
	0
	0.138
	0.069
	1.19
	7.07

	9/25
	7.5
	0.5
	0.1
	0.039
	0.164
	2.26
	8.27

	11/20
	11.8
	10.9
	0
	0.003
	0.924
	1.73
	8.32

	11/27
	11
	3.9
	0
	0.016
	0.004
	1.76
	8.11

	12/4
	11.2
	5.8
	0
	0.034
	0.037
	2.48
	8.04

	12/18
	10.7
	0.8
	0
	0.003
	0.037
	2.5
	8.43


以上高橋川の水質は６月から１２月においても汚染物資他は無く綺麗な水であった。但し６月から９月の調査結果でＤＯ等の数値は凍結水の使用の為と思われる。
調査頂いた学生の方々、及び指導頂いた
村松先生に感謝いたします。今年度も
昨年同様実施して頂く予定です。

３月４月活動報告　　
３月１日(日)
湖上環境学習会
場所　瀬田川クルーズ船　一番丸船上

参加者　　富岡、谷村、中山、坂山、

渡邊、朝田、美濃部

ボーイスカウト、ガールスカウト

リーダー、保護者　　　　　　　　　４５名
講師

中西　みどり　環境アドバイザー

アクア琵琶環境担当

　　　　　　　　中尾　博行学芸員

午前９時、アクア琵琶乗船場に集合乗船、ガイダンス後理事長より挨拶、船上学習会最初は中尾学芸員より、「瀬田川・琵琶湖について歴史」、及び環境についてパワーポイントにて説明があり、特に琵琶湖の魚の状況外来魚と在来魚及び琵琶湖固有種について、及び琵琶湖・瀬田川の水生植物「藻」等について説明がありました。近江大橋付近より中西環境アドバイザーから「琵琶湖の水環境」について北湖、南湖の状況、水質調査について説明があり、採水してＣＯＤ、ＰＨの測定、琵琶湖の透明度を測定板にて行いました。帰路は水鳥観察、質疑応答等を行い１２時頃帰港。昼食後は持ち帰った水にてプランクトン等の観察を顕微鏡で行いました。

今回の湖上学習会で、子供達及び大
人の人達も琵琶湖の環境、生態等に関心を持たれたと思います。今後も継続して開催して環境問題について考えたいと思います。
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ブラックバス・ブルーギルとは！

「ブラックバス」の呼び名は北アメリカ原産のスズキ目サンフィシュ科オオグチバス属に含まれる魚類８種の総称です。

日本にはオオグチバス（亜種フロリダバスを含む）とコグチバスが持ち込まれ定着しています。
特性として、ブラッバスやブルーギルは低水温に耐性があり、動物食でありながら環境に応じて柔軟に生態を変化させることができ、繁殖力も旺盛です。

オオグチバスは、天然湖沼やダム湖、ため池、河川の中、下流域など多様な環境に生息できます。繁殖期は表面水温が１５度に達すると始まります。本州では４～７月頃の時期になります。産卵行動は、オスが砂礫低にすりばち状の巣を堀り、そこにメスを呼び入れて行われます。実際にひとつの巣に産み落とされる卵数は２万粒を超えることがあります。外的に狙われやすい卵や稚魚をオスの親が保護するため、オオグチバスは急増することがあるのです。親の保護下にある稚魚はミジンコなどを食べますが、２～３センチの幼魚になるとハゼ科コイ科の仔稚魚も捕食するようになります。成長が早く、条件がよければ１年で１８センチ、２年で２５センチに達し成熟します。最大で５０センチを超えます。最長寿命は１０年以上とされています。成魚は主に魚類、甲殻類を食べますが餌に対する選択制は低く食べられる生き物なら何でも食べます。
ブルーギルもオオグチバスと同じように、天然湖、ダム湖、河川の中等多様な水環境に生息します。食性は魚類、甲殻類、昆虫、動物プランクトンなど動物が主ですが、水域によっては水草を食べている事があります。繁殖期は表面水温が２０度を超えたころに始まり、５～８月ころになります。産み落とされる卵数は最大で２万粒でオスが仔魚を保護します。成長は１年で５センチほど、２年で８センチほどと成長が遅いのが特徴です。オスは全長１２センチほどになると、「縄張りオス」となり巣を持てるようになり、最大で３０センチ程度まで大きくなります。
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３月８日(日)
湖上セミナー
場所　瀬田川クルーズ船　一番丸船上

参加者　リバプレ隊員　　　　 　　１６名

　　　　　一般参加　　　　       ２７名

講師　

アクア琵琶　　　　　谷口　享　調査役
大津市歴史博物館　和田光生学芸員
ヨシネットワーク　　鳥飼　和夫様
ヨシ笛奏者　

守山琵琶湖ヨシ笛アンサンブル　３名

琵琶湖の歴史、文化を学ぶセミナー
を実施しました。天候にも恵まれ、１０時にアクア琵琶を出港。、理事長の挨拶後、、アクア琵琶調査役　谷口享様より「瀬田川治水の歴史」について解説頂きました。瀬田川の疎通能力は明治の改修以前は毎秒５０立方メートルくらいしか流れていませんでしたが、現在の南郷洗堰は全開解放時は毎秒６００立方メートルまで可能になった。南郷洗堰の変遷、明治２９年の大洪水では９月３日から１２日まで１００８ミリと未曽有の豪雨で、水位はプラス３ｍ７６ｃｍとなり、死者１１１名、浸水日数２３７日、他の主な洪水の歴史、及び淀川水系基本計画の説明がありました。　　

その後講演「琵琶湖の歴史、文化を探る」。
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和田光生学芸員より「古都大津、琵琶湖南湖の周辺の歴史、文化」湖上の船等について説明頂きました。１１時３０頃に堅田港に着き、居初氏庭園、光徳寺、本福寺、浮御堂、湖族の資料館等の見学、散策して午後１時再び乗船、帰路は「守山琵琶湖よし笛アンサンブル」の皆様による、ヨシ笛コンサートを聴き、琵琶湖南湖を船上より眺め旅情を楽しみました。

３月１９日（木）
瀬田川左岸植物観察会及びクリーンウォーク
参加者　リバプレ隊員１１名

新幹線高架下に集合しましたが琵琶湖の水位が高くなり、川岸に漂流ゴミ、ペットボトル、レジ袋等ポイ捨てゴミが多く、急遽予定を変更して清掃活動を行いました。あまりにもゴミが多く、当初予定の場所まで清掃が出来ませんでしたが、１月にヨシ刈りを行った箇所等の清掃が出来ました。又ゴミ捨て防止啓蒙札の設置を行いました。今後は定期的な清掃活動を行う必要があります。
３月２９日（日）
「第二回淡海の川づくりフォーラム」
参加者　富岡、朝田、美濃部

場所　コラボ滋賀２１
滋賀県主催で開催され、開会式で嘉田知事の挨拶等の後、テーブル選考がＡ，Ｂ，Ｃの３ヶ所に別れ、リバプレ隊はテーブルＢで、朝田さんが高橋川清掃について、パワーポイントで５分の制限時間で我々の活動、活動のきっかけ、高橋川が開かれた場に、行政との協働、今後の目標等の発表が行われました。残念ながら１次選考には外れましたが、審査員より地味な活動であるが、住民との協働、及び学校の協力等で継続的な活動の評価を受けました。敗者復活ではパネルでの説明により３票投票を受けました。今回グランプリはカワセミ自然の会、うきた会、準グランプリはホタルの学校、河港協会賞は竜王町日野川回収促進協議会、犬上川を豊にする会が選ばれました。今回の参加は１９団体でした。嘉田知事も最後までおられ各参加者と意見交換をされていました。　　　

４月１４日（火）
天ケ瀬ダムゴミ調査

参加者：富岡、伊藤、坂山、美濃部
午後１時に天ケ瀬ダム到着後、新任の管理係長西田龍次氏に挨拶し面談、その後隊員だけで状況の調査をした。
・前任の黒田係長よりリバプレ隊に関　

する引継ぎが行われていて、リバプレ隊に対して理解をされていた。
・今年度の流芥処分は、経済性等の観点から一時仮置きして、水分を除去し、分別をして処分する事を考えて　　

いるとの事。
・白ゴミ（ペットボトル、発泡スチロ　　

ール等）が多く浮遊していた。
・ダム堤体立ち入り禁止は、仮設の飛　

び込み防護柵を設け、開放されてい
た。（24時間監視員つき）
・次回は６月中旬の予定。


感想その他
・流芥の分別処理が実施されれば我々が望んでいたデーターが得られる事になり、定期的に定点観察調査活動を続ける。

４月１６日（木）
コムラサキシキブ周辺維持管理
参加者：富岡、谷村、朝田、岩槻、　　　　

児玉、藤田、坂山、木村、美濃部
午前１０時よりコムラサキ周辺の笹
の除去,草刈作業等、刈り草は量も少なかったので木の根元等に堆積。　
コムラサキシキブは盛んに新芽が出ており、今年の生育が楽しみで秋にはきれいな紫の実がたくさん実るように維持管理をお願いします。前回コムラサキシキブの周りに敷いたチップは雑草防止効果があるようです。　
次回の予定は６月１８日（木）

《理事会の記録》

３月１４日（土）　　　ＷＳ琵琶

参加者　富岡、伊藤、渡邊、谷村、朝田

坂山、美濃部

議事

· 前月活動報告

・　２月１７日天ケ瀬ダムゴミ調査

・　２月１９日コムラサキ維持管理

・　２月２１日湖づくりフォーラムに参加

・　２月２１日助成財団シンポジウム

・　２月２８日川づくりフォーラム（豊穣の郷）

・　３月１日　湖上環境学習

・　３月８日　湖上セミナー・学習会
· 今後の予定

・　３月１９日植物観察会

・　４月１６日コムラサキ維持管理

・　５月１７日瀬田川シジミ漁見学

その他

４月よりＷＳ琵琶事務局の運営が変わり、上野、北村さんが退職されます。又南郷水産センターの駐車場が有料となります。

４月１８日（土）　　ＷＳ琵琶

参加者　富岡、後藤、中山、谷村、朝田

坂山、美濃部

議事

＊先月の活動報告

・　３月２９日　淡海川づくりフォーラム

・　４月１４日天ケ瀬ダムゴミ調査

・　４月１６日コムラサキ維持管理

＊　経理報告

＊今後の予定

・　５月２３日（日）　５月１７日予定が漁協の都合で変更となる。

・　６月７日（日）　水環境デー水質調査
・　７月１８日（土）～２９日（月）ＷＳ琵琶の会（旧プラットホーム）主催の夏祭りにリバプレ隊はパネル展示、木工教室に参加予定
・　６月２４日（水）エコクッキング教室
・　８月２日（日）　リバプレ隊定期総会

・　市民レガッタ参加予定

３月２５日　高橋川清掃

４月２５日　高橋川清掃

別添資料参照願います。
《編集後記》　
リバプレ隊だよりも今回で４０号となりました。皆様のご協力に感謝いたします。

　　　　　　　　　　　　　編集担当　美濃部　進
発行所：ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊事務局　〒520-2134　大津市瀬田５丁目２７－２
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